
 
 
 

 

 

 一年で一番長い２学期が終わりました。今年の夏は記録的に暑く、11 月や 12 月もあたたかい

日が続いたと思ったら急に寒くなったり、インフルエンザが秋から流行したりして、体調管理に

気を配りましたね。 

２学期を振り返ってみましょう。授業や行事に意欲的に取り組めましたか？自分で「成長した」

と思えることはありますか？今の自分は、なりたい自分に近づいていますか？ 

自分の成長と言われても、よくわからないという人もいると思いますが、全員、必ず成長して

います。「授業で『そうか』『わかった』『何で？』『なるほど』と思うことが増えた」とか「みん

なの前で自分の考えを言うことができた」とか「新しい友だちができた」とか、何でもいいんで

す。「家でお手伝いをしたら、助かったと言われた」でもいいです。みなさんは毎日、少しずつ変

わっています。それが成長です。振り返りをすることは自分をもっと知るということです。 

自分のことがわかると、自分の課題も見えてきます。いい面をもっと伸ばしたいとか、こうい

う所は変えていきたいとか考えることができます。そして、もっと成長した自分の姿を想像する

ことができるようになります。これを「メタ認知」といいます。 

 

 

 

「一年の計は元旦にあり」といいます。みなさんは、２０２４年をどんな 1年にしていきたいで

すか？ 

 大谷翔平さんという野球選手のことを知らない人はいないのではないかと思います。大谷選手

は、高校を卒業してプロ野球選手になりました。プロでは、投手と打者の両方をこなす「リアル二

刀流」で、今までの常識では考えられない結果を残しています。今はアメリカ大リーグでプレーを

していますが、アメリカでも「二刀流」で活躍し、さまざまな記録を打ち立て、チームの中心選手

となっています。 

 その大谷選手が高校 1 年生の時にドラ１ ８球団という目標を立てました。プロ野球のドラフ

ト会議で８球団から１位指名を受けるという意味です。大谷選手は、この目標を立てたときに、目

標を達成するための課題と具体的に行うことを細かく考えました。その時に使ったのが「マンダラ

チャート」というものです。 

 だれでも、夢や目標をもっていると思います。でも、大事なことは、その夢や目標をかなえるた

めに行動することです。「マンダラチャート」は、目標と、目標を達成するための課題や何をする

のかという計画が一目でわかるので、いいなと思ったので紹介します。 
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目標に向かって行動すること 



 

 大谷選手の「マンダラチャート」のすばらしいところは、『人間性』や『運』という部分の内容

です。野球だけ上達すればいいと考えるのではなく、人としてよりよくあることが、人生には大切

だと考えていたのではないでしょうか。 

 ドラフト会議の結果は目標とは違っていましたが、大谷選手は「マンダラチャート」に書いた内

容を一つひとつ行い、野球の実力だけでなく、人間としてすばらしい成長をしています。 

 例えば、「ゴミ拾い」や「道具を大切に使う」、「思いやり」は、大谷選手にとって自然の行動と

なっています。大谷選手は、グラウンドにゴミが落ちていたら拾ってポケットに入れるそうです。

また、フォアボールを選んだとき、バットをその辺に投げないで地面にそっと置きます。バットが

折れた時は自分で拾って、取りに来た人に折れていない部分を向けて渡します。その人がけがをし

ないように。 

 野球の実力に加えて、そのような行動が評価され、大谷選手は多くの選手やファンから応援され、

愛されている存在になっているのだと思います。 

 

保護者のみなさまへ 

 ２学期もご理解ご協力を賜り、ありがとうございました。子どもたちが互いの存在を尊重し、安

心できる居場所となる学級・学校づくりに引き続き取組み、授業でしっかりと力をつけることがで

きるよう、今後も教育活動を進めていきたいと考えています。よいお年をお迎えください。 



 

 

「マンダラチャート」の作り方 

① マンダラの真ん中に目標を書く 

② 目標のまわりに、目標を達成するために行うことを書く 

  （全部で８個） 

③ ②で書いた８個の内容をどうやって実行するか、具体的な内容を書く 

 


